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(57)【要約】
　ビスフェノールＡ型エポキシ樹脂、フェノールノボラ
ック型エポキシ樹脂、およびアクリルゴムを含む主剤と
、キシリレンジアミンおよびその誘導体を含む硬化剤と
、充填剤とを含有する接着剤組成物である。前記充填剤
は、平均粒径０．５～２０μｍの球状のシリカであり、
前記接着剤組成物の総量の２２～４４質量％で含有され
たことを特徴とする。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビスフェノールＡ型エポキシ樹脂、フェノールノボラック型エポキシ樹脂、およびアク
リルゴムを含む主剤と、
　キシリレンジアミンおよびその誘導体を含む硬化剤と、
　充填剤とを含有する接着剤組成物であって、
　前記充填剤は、前記接着剤組成物の総量の２２～４４質量％で含有された平均粒径０．
５～２０μｍの球状のシリカである接着剤組成物。
【請求項２】
　前記シリカは溶融シリカである請求項１に記載の接着剤組成物。
【請求項３】
　前記溶融シリカは天然シリカである請求項２に記載の接着剤組成物。
【請求項４】
　前記シリカの含有量は、前記接着剤組成物の総量の３４～４２質量％である請求項１乃
至３のいずれか１項に記載の接着剤組成物。
【請求項５】
　前記シリカの体積平均粒径は、１～１０μｍである請求項１乃至４のいずれか１項に記
載の接着剤組成物。
【請求項６】
　請求項１乃至５のいずれか１項に記載の接着剤組成物を硬化させてなる接着剤層を介し
て、構成部材の少なくとも２つが互いに接合された内視鏡装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、接着剤組成物および内視鏡装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡は体腔内等に挿入するため、体腔内部に挿入される部分（挿入部）の径をできる
だけ細くする必要がある。挿入部の内部には、内視鏡の機能の多様化のために種々の内容
物が挿通されている。
【０００３】
　例えば、内視鏡の挿入部内には種々のチューブが挿通される。チューブとしては、具体
的には、内視鏡による経内視鏡処置の向上を図る目的で、より大きな処置具を通すための
鉗子用チューブ、患者の負担を軽減するために体腔内への送気をするチューブ、挿入部の
先端硬質部に組み込まれたレンズ表面洗浄および体腔内の汚物を洗浄するチューブなどが
挙げられる。チューブの材質は、通常、テフロン（登録商標）、オレフィンおよびシリコ
ンなどである。チューブの口元部分を先端や操作部に固定するために、接着剤が使用され
ている。
【０００４】
　また、挿入部の先端硬質部には、体腔内を観察するための光学系が設けられている。光
学系には、カバーレンズおよびそのレンズ群、ライトガイドからの照明用のカバーレンズ
およびそのレンズ群が含まれる。これらのレンズ群をレンズ枠や先端硬質部と固定するた
めに、接着剤が使用されている。
【０００５】
　さらに、挿入部には、先端部に光を伝送するライトガイド、映像を接眼部に伝送するイ
メージガイドが挿通されている。これらのライトガイドおよびイメージガイドには、多数
のファイバー素線を結束させたファイバーバンドルが用いられている。このファイバーバ
ンドルをレンズ枠や先端硬質部に固定するために、接着剤が用いられている。
【０００６】
　さらにまた、電子内視鏡の場合には、上述のチューブ類やファイバーバンドルの他に、
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先端硬質部に組み込まれたＣＣＤ等からの電気信号をコネクタ一部に伝送するケーブル等
が挿通されている。これらのＣＣＤを保護固定するために、接着剤が用いられている。
【０００７】
　内視鏡を構成する部品の接合のみならず、外表面の仕上げにも接着剤が用いられる。接
着剤を用いた仕上げに先立って、可撓性外皮チューブの端部を外側から糸で緊縛し、その
内側の部材に固定する。可撓性外皮チューブの挿入性を確保するとともに糸のほつれを防
止するため、その糸に接着剤が塗布される。こうして、外表面の仕上げと糸固定とが行な
われる。
【０００８】
　このように内視鏡機能の多様化に対応して、挿入部内には種々の内容物が挿通されてい
る。挿入部の径をできるだけ細くするためには、内視鏡における部品の接合にネジやビス
を用いることはできない。例えば、特許第３８０６６３５号公報および特開２００２－２
３８８３４号公報に記載されているように、部品の接合にはエポキシ系接着剤が多用され
ている。
【０００９】
　医療用内視鏡は患者の体腔内に挿入されるので、完全な滅菌が要求される。滅菌剤とし
てグルタラールアルデヒドに代表されるアルデヒド系の滅菌剤をはじめ、過酸化水素、過
酢酸、強酸性水アルコール、塩化ベンザルコニウム（アンモニア系）、グルカゴン酸クロ
ルヘキシジン（ビグアナト系）、塩酸アルキルジアミノエチルグリシン（両性界面活性剤
系）、フェノール系、ヨウ素系、次亜塩素酸ナトリウム系（塩素系）、および水酸化ナト
リウム系等が使用されている。
【００１０】
　内視鏡のリプロセスは、通常、水洗により汚物を除去した後、滅菌剤の薬液内に浸漬さ
せるか、滅菌液を含ませたガーゼで内視鏡の表面を拭くことにより行なわれる。近年、内
視鏡を介しての患者間の感染を確実に抑制するために、滅菌レベルの向上が要求されてい
る。このため、滅菌剤として滅菌効果の高い過酢酸水溶液、過酸化水素水の他、過酸化水
素のプラズマガスが採用されるようになってきた。さらに、１３５℃、約２３３ｋＰａ（
２．３気圧）の飽和水蒸気によるオートクレーブ滅菌も採用されている。なかでも、過酸
化水素水、過酸化水素のプラズマガスによる滅菌やオートクレーブ滅菌は、ホルマリンガ
スやエチレンオキサイドガスのような有害な残留物が滅菌終了後に残留せず、換気設備を
必要としないことからより広く採用されつつある。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　しかしながら、滅菌・消毒方法が多様化し、それに伴なって薬液の種類が増加している
。内視鏡の部品の接合に使用されるエポキシ接着剤は、煮沸消毒およびオートクレーブ滅
菌に供されて、熱水、飽和水蒸気、過酢酸の活性酸素、強酸性水の酸性物質、および過酸
化水素のプラズマガス等によってダメージを受ける。ダメージとしては、例えば接着面の
剥離が挙げられる。また、接着剤自体が溶け出したり劣化して接着剤層が薄くなり、内視
鏡としての性能を維持することが困難となる。
【００１２】
　例えば特許第３８０６６３５号公報には、接着剤の接着せん断強度および接着剥離強度
を高めるために、エポキシ樹脂にゴムやプラスチックをブレンドしてエポキシ樹脂を変性
させることが記載されている。また、特開２００２－２３８８３４号公報には、ゴムやプ
ラスチックがブレンドされたエポキシ樹脂を含む主剤と、特定のアミン系硬化剤とを組み
合わせることが提案されている。
【００１３】
　接着剤の耐酸化劣化性、耐熱老化性および耐加水分解性は高まっているものの、接着剤
の滅菌耐性に対する要求は、よりいっそう厳しくなりつつある。接着剤はＣＣＤの保護固
定にも用いられるので、接着剤層の劣化は画像の不具合にもつながる。こうした不具合を
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回避するには、接着剤層の水蒸気の透過は極力抑制されることが望まれる。
【００１４】
　本発明の課題は、欠陥のない接着剤層を形成するのに適した粘度を有し、硬化後には、
様々な消毒方法に対して十分な耐久性を備えるとともに、水蒸気を通し難い接着剤層が得
られる接着剤組成物を提供することである。
【００１５】
　また、本発明の課題は、構成部材同士を接合、あるいは構成部材を被覆する接着剤層の
滅菌耐性に優れるとともに水蒸気を通し難い内視鏡装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　上記課題を解決するための手段は、ビスフェノールＡ型エポキシ樹脂、フェノールノボ
ラック型エポキシ樹脂、およびアクリルゴムを含む主剤と、キシリレンジアミンおよびそ
の誘導体を含む硬化剤と、充填剤とを含有する接着剤組成物であって、前記充填剤は、前
記接着剤組成物の２２～４４質量％で含有された平均粒径０．５～２０μｍの球状のシリ
カである接着剤組成物である。
【００１７】
　また本発明の一態様にかかる内視鏡装置は、前述の接着剤組成物を硬化させてなる接着
剤層を介して、構成部材の少なくとも２つが互いに接合されたことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明によれば、欠陥のない接着剤層を形成するのに適した粘度を有し、硬化後には、
様々な消毒方法に対して十分な耐久性を備えるとともに、水蒸気を通し難い接着剤層が得
られる接着剤組成物が提供される。
【００１９】
　また、本発明によれば、構成部材同士を接合、あるいは構成部材を被覆する接着剤層の
滅菌耐性に優れるとともに水蒸気を通し難い内視鏡装置が提供される。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】図１は、一実施形態にかかる内視鏡の概略構成を示す斜視図である。
【図２】図２は、内視鏡の先端部の外皮チューブ固定部を示す側面部分断面図である。
【図３】図３は、内視鏡の先端部の正面図である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　以下、一実施形態にかかる接着剤組成物およびこれを用いた内視鏡装置について説明す
る。
【００２２】
　本実施形態の接着剤組成物は、主剤としてエポキシ樹脂とアクリルゴムとの混合物を含
有する。エポキシ樹脂としては、ビスフェノールＡ型エポキシ樹脂およびフェノールノボ
ラック型エポキシ樹脂の２種類の樹脂が含有される。
【００２３】
　アクリルゴムは、例えばビスフェノールＡ型エポキシ樹脂に分散された状態で用いるこ
とができる。アクリルゴムは微粉末の形態でエポキシ樹脂中に分散され、いわゆる海島構
造を形成する。こうしたアクリルゴムは、接着作業や硬化条件などの自由度を高めること
ができる。
【００２４】
　アクリルゴムの含有量は、主剤の全量の１～２０質量％程度であることが好ましい。所
定量のアクリルゴムが含有されることによって、接着せん断強度および接着剥離強度に加
えて、架橋密度を高めて硬化物の耐オートクレーブ性や耐薬品性を向上させることができ
る。アクリルゴムの含有量は、主剤の全量の５～１５質量％程度がより好ましい。
【００２５】
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　ビスフェノールＡ型エポキシ樹脂の含有量は、主剤の全量の３０～９８質量％程度であ
ることが好ましく、５５～８０質量％程度であることがより好ましい。フェノールノボラ
ック型エポキシ樹脂の含有量は、主剤の全量の１～５０質量％程度であることが好ましく
、１５～３０質量％程度であることがより好ましい。
【００２６】
　硬化剤としては、キシリレンジアミンとその誘導体とを含む混合物が用いられる。キシ
リレンジアミンとともにその誘導体が含有されることにより、主剤との反応速度が高めら
れる。キシリレンジアミンの誘導体は、具体的には、アルキレンオキサイド付加物、グリ
シジルエステル付加物、グリシジルエーテル付加物、マンニッヒ付加物、アクリロニトリ
ル付加物、エピクロルヒドリン付加物、およびキシリレンジアミン三量体などである。
【００２７】
　キシリレンジアミン誘導体の含有量は、硬化剤の全量の１０～９５質量％程度であるこ
とが好ましく、３０～９０質量％程度であることがより好ましい。硬化剤の残部が、キシ
リレンジアミンである。
【００２８】
　主剤と硬化剤との配合比は、主剤中のエポキシ樹脂におけるエポキシ基と、このエポキ
シ基と反応する硬化剤の官能基とが当量となるように設定することが望まれる。
【００２９】
　エポキシ樹脂においては、１官能当たりの分子量をエポキシ当量といい、アミン系硬化
剤のアミン当量は活性水素当量とも称される。エポキシ当量とアミン当量とから理論配合
比を算出して適正配合比の指針とし、接着強度等から最適配合比を設定する。
【００３０】
　主剤と硬化剤との配合比（質量比）は、１０：１～１０：９が好ましい。所定の配合比
で主剤と硬化剤とが含有された場合には、酸化劣化、加水分解、熱による軟化劣化、硬化
劣化、脆性破壊および接着強度の低下といった不都合を回避することができる。主剤と硬
化剤との配合比は、１０：１～１０：７がより好ましい。
【００３１】
　主剤および硬化剤に加えて、本実施形態の接着剤組成物には、充填剤として所定のシリ
カが含有される。用いられるシリカは、平均粒径が０．５～２０μｍの球状のシリカであ
り、その含有量は、接着剤組成物の全量の２２～４４質量％に規定される。ここでの平均
粒径は、体積平均粒径であり、常法により求めることができる。
【００３２】
　シリカの形状は、電子顕微鏡により観察した結果で球状と判断した。
【００３３】
　用い得るシリカとしては、溶融シリカが挙げられる。具体的には、天然水晶バーナ溶融
球状シリカ、および天然水晶バーナ溶融球状シリカなどである。
【００３４】
　平均粒径が所定の範囲から外れたシリカが含有された接着剤組成物では、水蒸気を通し
難い接着層を形成できない。シリカの含有量が所定の範囲を外れた接着剤組成物も同様に
、水蒸気を通し難い接着層を形成することができない。シリカの含有量が多すぎる場合に
は、接着剤組成物の粘度が上昇して作業性が極端に悪化するといった不都合も生じる。
【００３５】
　平均粒径および含有量が所定の範囲内であっても、球状でないシリカが含有された接着
剤組成物では、水蒸気を通し難い接着層を形成することができない。しかも、接着剤組成
物の粘度が上昇して作業性が極端に悪化する。
【００３６】
　所定の平均粒径を有する球状のシリカが所定の量で含有されることによって、欠陥のな
い接着剤層を形成するのに適した粘度を有する接着剤組成物が得られる。こうした接着剤
組成物を硬化させて得られる接着剤層は、水蒸気が通り難いのに加えて、オートクレーブ
や低温過酸化水素プラズマ滅菌後においても、耐性が大きく損なわれることがない。



(6) JP WO2011/126018 A1 2011.10.13

10

20

30

40

50

【００３７】
　すなわち、本実施形態の接着剤組成物は、１０００００ｍＰａ・ｓ以下の粘度を有する
ので、作業性は良好であり、欠陥のない接着剤層を形成することができる。しかも、かか
る接着剤組成物の硬化後に得られる硬化物は、オートクレーブ滅菌や低温過酸化水素のプ
ラズマガスによる滅菌が行なわれた後においても、２５ＭＰａ以上の引張り剪断強度を有
し、透湿度係数は８００（g・mm/m2・24hr）以下に保たれる。
【００３８】
　充填剤として含有されるシリカの形状、平均粒径、および含有量といった条件のいずれ
か１つでも欠如した場合には、透湿度係数を所望の範囲の抑えることができない。こうし
た知見は、本発明者らによって初めて見出されたものである。
【００３９】
　なお、オートクレーブ滅菌耐性を考慮すると、溶融シリカは、天然シリカであることが
好ましい。シリカの平均粒径が１～１０μｍであって、シリカの含有量が組成物の全量の
３４～４２質量％の場合には、透湿度係数が低下する点でいっそう有利となる。
【００４０】
　本実施形態の接着剤組成物には、作業性を考慮してチクソ性を上げるためにヒュームド
シリカが、接着剤全量の０．１～５質量％程度含有されてもよい。
【００４１】
　本実施形態の接着剤組成物は、触媒、接着付与剤、溶剤、可塑剤、抗酸化剤、重合抑制
剤、界面活性剤、防カビ剤、および着色剤などのような添加剤を、さらに含有することが
できる。これら添加剤は、予め主剤に添加することができる。あるいは、添加剤は、主剤
と硬化剤との混合物に添加してもよい。
【００４２】
　上述の接着剤組成物を用い、例えば内視鏡の各部品同士の接着は、次のようにして行な
われる。
【００４３】
　まず主剤を含む液と硬化剤を含む液とを所定の割合で混合し、ここに所定の量の充填剤
を加える。次いで、得られた混合物を、適用されるべき所定の内視鏡部品の表面に刷毛等
を用いて塗布し、両者を接合して固定する。その後、所定の温度で所定時間加熱すること
により、内視鏡の部品同士は強固に接着される。
【００４４】
　同様の手法を用いて、内視鏡の撮像装置の封止、可撓性外皮チューブの端部の外面仕上
げおよび固定を行なうことができる。さらに、観察用レンズまたは照明用レンズの周囲に
、接着剤層を盛り上げて形成することも、同様の手法により行なうことができる。
【００４５】
　加熱温度は、接着剤組成物に含有される主剤および硬化剤の種類、配合比などにより異
なるが、６０～１３５℃程度が好ましい。加熱温度がこの範囲内であれば、実用的な速度
で硬化反応を進行させることができる。しかも、耐熱性の低い内視鏡部品が熱劣化を生じ
ることもない。加熱時間は、０．５～３時間程度が好ましい。
【００４６】
　上述した接着剤組成物を用いて接合される部材は、内視鏡装置の構成部材であれば特に
制限されない。例えば、本実施形態の接着剤組成物を用いて、内視鏡装置の挿入部内に挿
通される各種チューブの口元部分を挿入部の先端や操作部に固定することができる。また
、挿入部の先端硬質部に配置されたレンズ群などを、レンズ枠や先端硬質部へ固定するこ
とも可能である。さらには、挿入部に挿通されたファイバーバンドルを、レンズ枠や先端
硬質部に固定することもできる。先端硬質部に組み込まれたＣＣＤなどの保護・固定など
にも、本実施形態の接着剤組成物が用いられる。
【００４７】
　本実施形態の接着剤組成物を用いて外面仕上げを行なった場合には、挿入性を確保する
ことができる。具体的には、内視鏡装置の挿入部の可撓性外皮チューブの端部を外側から
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糸で緊縛して、その内側の部材に固定する。緊縛された糸に接着剤組成物を塗布すること
によって、外面仕上による挿入性の確保と糸のほつれ防止とが同時に達成される。
【００４８】
　以下、図面を参照して、本実施形態の接着剤組成物を用いた内視鏡装置について説明す
る。
【００４９】
　図１に示すように、本実施形態の内視鏡装置１は、被検者の体内に挿入する細長の挿入
部２と、挿入部２に接続された操作部７と、操作部７に電気的に接続され、照明光を供給
するユニバーサルコード８とを含む。
【００５０】
　挿入部２の先端における先端部３は、先端から照明光を照射し体内からの反射光を受光
する。湾曲部４および可撓管５は、先端部３で受光した光を伝送する光ファイバーを収納
し、湾曲動作が可能である。
【００５１】
　このような内視鏡装置１において、接着剤組成物を用いて接合されるべき部材は、内視
鏡装置１の構成部材であれば特に制限はない。以下、本実施形態における使用態様につい
て、例を挙げて説明する。
【００５２】
　内視鏡装置１の先端部３には、図２に示すように、照明光を供給するライトガイドファ
イバー２１と、撮像ユニット２２を保持する円柱ブロック状の先端硬質部２３が設けられ
、先端硬質部２３の側面に先端カバー２４が嵌合されている。先端硬質部２３と先端カバ
ー２４との嵌合部には、上述の接着剤組成物を用いた接着剤層２５が設けられ、それぞれ
を接着している。
【００５３】
　先端カバー２４の基端側には、湾曲部４の外周を覆う筒状の湾曲ゴム３１が外挿される
。この湾曲ゴム３１の外挿部分に、湾曲ゴム３１の上から糸を巻き付けて緊縛して糸巻き
部３４を形成することで、湾曲ゴム３１が先端カバー２４に固定されている。糸巻き部３
４の外周には、上述の接着剤組成物を用いた接着剤層３６が形成され、外面仕上げによる
挿入性の確保と糸のほつれ防止とが同時に達成される。接着剤層３６は、先端カバー２４
および湾曲ゴム３１の側面に沿って、糸巻き部３４を被覆している。挿入部２の挿入時に
は、先端部３および湾曲部４は生体に当接して、滑らかに摺動できる。
【００５４】
　内視鏡装置１においては、上述の接着剤組成物を用いて、内視鏡装置１の挿入部２内に
挿通される各種チューブの口元部分を、挿入部２の先端や操作部７に固定することができ
る。挿入部２の先端硬質部２３に配置されたレンズ群２２ａなどを、レンズ枠や先端硬質
部２３へ固定してもよい。また、挿入部２に挿通されたファイバーバンドルをレンズ枠や
先端硬質部２３に固定してもよい。さらには、先端部３に組み込まれた撮像ユニット２２
のＣＣＤなどを保護、固定、封止することなどができる。
【００５５】
　図示していないが、湾曲部４と可撓管５との連結部の外周も、先端部３と湾曲部４との
連結部の外周と同様の構成である。具体的には、湾曲部４と可撓管５との連結部には、糸
巻き部が形成され、この糸巻き部の外周に前述と同様の接着剤組成物が塗布される。こう
した接着剤組成物を用いた接着剤層を設けることによって、外面仕上げによる挿入性の確
保と糸のほつれ防止とが同時に行なわれる。
【００５６】
　上述の接着剤組成物を用いて、内視鏡装置の撮像素子の封止を行なうこともできる。さ
らに、内視鏡装置における観察用レンズまたは照明用レンズの周囲に接着剤組成物を盛り
上げて、レンズ外周の角部を滑らかにすることができる。
【００５７】
　本実施形態の接着剤組成物は、内視鏡装置１の先端部３におけるレンズ枠の周囲に配置



(8) JP WO2011/126018 A1 2011.10.13

10

20

30

40

することもできる。
【００５８】
　図３は、内視鏡１の先端部３の正面図である。絶縁部材４１には、鉗子チャンネル４２
が設けられ、この内壁には対物レンズ枠４３が配置されている。２つの照明レンズ４６の
間には、対物レンズ４５が配置され、照明レンズ４６と対物レンズ枠４３との間の空間に
は、接着剤４９が充填されて隔壁４８が形成される。これによって、照明レンズ４６から
の直接光が対物レンズ４５に入射するのを防止するとともに、照明レンズ４６および対物
レンズ枠４３を前記接着剤層４９によって固定する。
【００５９】
　以上のように、本実施形態では、ビスフェノールＡ型エポキシ樹脂、フェノールノボラ
ック型エポキシ樹脂、およびアクリルゴムを含む主剤と、キシリレンジアミンおよびその
誘導体を含む硬化剤と、充填剤とを含有する接着剤組成物において、充填剤として平均粒
径０．５～２０μｍの球状のシリカを選択し、その含有量を接着剤組成物の２２～４４質
量％に規定した。
【００６０】
　こうした接着剤組成物は、内視鏡の部材同士の接合や外面仕上げなどの作業に適切な粘
度を有している。かかる接着剤組成物は、種々の用途に用いられる。例えば、内視鏡の部
品同士の接合、内視鏡の挿入部の可撓性外皮チューブ端部に対する外面仕上げと糸の固定
、内視鏡の撮像素子の封止、あるいは内視鏡の観察用レンズまたは照明用レンズの周囲に
接着剤を盛り上げることによるレンズ外周の角部の円滑化などである。このため、水蒸気
が通り難く、様々な消毒方法によっても滅菌耐性が損なわれない接着剤層を有する内視鏡
装置を得ることが可能である。
【００６１】
＜実施例＞
　以下、本発明の実施例について説明するが、本発明は以下の実施例により限定されるも
のではない。
【００６２】
（実施例１）
　ビスフェノールＡ型エポキシ樹脂、フェノールノボラック型エポキシ樹脂、およびアク
リルゴムを混合して、主剤を調製した。主剤における各成分の質量％は、それぞれ以下の
とおりである。
【００６３】
　　　　　　ビスフェノールＡ型エポキシ樹脂：６０質量％
　　　　フェノールノボラック型エポキシ樹脂：３０質量％
　　　　　　　　　　　　　アクリルゴム粒子：１０質量％
　また、キシリレンジアミンと、その誘導体であるグリシジルエステル付加物とを混合し
て硬化剤を調製した。硬化剤における各成分の質量％は、それぞれ以下のとおりである。
【００６４】
　　　　　　　キシリレンジアミン：１０質量％
　　　　キシリレンジアミン誘導体：９０質量％
　上述のように調製された主剤と硬化剤とを１０：４の質量比で混合し、得られた混合物
に充填剤を加えてＮｏ．１の接着剤組成物を作製した。充填剤としては、平均粒径４μｍ
の球状の溶融シリカを用い、その含有量は組成物の全量の２２質量％とした。
【００６５】
　さらに、充填剤としてのシリカの平均粒径および含有量を、下記表１に示すように変更
した以外はＮｏ．１と同様にして、Ｎｏ．２～１４の接着剤組成物を得た。なお、Ｎｏ．
２～１３で用いたシリカは球状の溶融シリカであるが、Ｎｏ．１４で用いたシリカは平板
状である。
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【表１】

【００６６】
　得られた接着剤組成物の粘度を、粘弾性測定機により測定した。粘度は１０００００ｍ
Ｐａ・ｓ以下であることが求められる。
【００６７】
　さらに、各接着剤組成物を使用して、ステンレス試験片同士を８０℃、２時間で硬化す
ることにより接着を行なった。接着された試験片を用いて、引張り剪断強度を調べた。引
張り剪断強度の測定は、ＪＩＳ　Ｋ６８５０［接着剤の引張り剪断接着強さ試験方法］に
準拠して行なった。オートクレーブ試験の引張強度の測定にあたっては、まず、接着され
た試験片を、蒸気滅菌装置で１３５℃の蒸気を用いて滅菌処理した。その後、大気中に取
り出して常温で乾燥し、２４時間後の引張り強度を測定した。引張り剪断強度は、２５Ｍ
Ｐａ以上であれば許容範囲である。
【００６８】
　透湿度係数は、ＪＩＳ　Ｚ０２０８［カップ法］を改良した手法により求めた。具体的
な手法は、次のとおりである。まず、各接着剤組成物を硬化させて、サンプルとなるプレ
ートを作製する。一方、吸湿剤として所定の質量の塩化カルシウムが収容されたカップを
準備する。カップの開口にサンプルを配置して密閉し、１３７℃の飽和水蒸気下に放置す
る。サンプルを通過した水蒸気は、カップ内に配置された吸湿剤（塩化カルシウム）に吸
収され、塩化カルシウムの質量が増加する。２４時間経過後、カップ内の塩化カルシウム
の質量を測定し、その増加分（水分量）に基づいて透湿度係数が得られる。透湿度係数は
、８００(g・mm/m2・24hr)以下であることが要求される。
【００６９】
　得られた結果を、粘度、滅菌前後の引張り剪断強度、および総合評価とともに下記表２
にまとめる。
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【表２】

【００７０】
　上記表２に示されるように、平均粒径０．５～２０μｍの球状の溶融シリカが、２２～
４４質量％含有された場合（Ｎｏ．１～９）には、粘度、剪断引張強度、および透湿度係
数は、全て合格レベルに達している。
【００７１】
　これに対し、平均粒径、含有量、および形状のいずれかの条件が欠けたシリカが含有さ
れた場合（Ｎｏ．１０～１４）には、所望の特性が得られない。具体的には、シリカの含
有量が少なすぎるＮｏ．１０では、樹脂の割合が相対的に多くなることに起因して、透湿
度係数が８００(g・mm/m2・24hr)を超えている。シリカの含有量が多すぎるＮｏ．１１で
は、脆弱化したためにサンプルが割れ、透湿度係数を測定することができない。しかも、
このＮｏ．１１の組成物は粘度も高く、１０００００ｍＰａ・ｓを超えている。
【００７２】
　シリカの平均粒径が小さいＮｏ．１２では、透湿度係数が８００(g・mm/m2・24hr)を超
えており、平均粒径が大きいＮｏ．１３では、サンプルが割れたために透湿度係数を測定
することができない。平均粒径および含有量の条件が満たされても、球状シリカでなけれ
ば、サンプルが割れたために透湿度係数を測定できず、組成物の粘度も１０００００ｍＰ
ａ・ｓを越えることがＮｏ．１４の結果に示されている。
【００７３】
　粘度、引張り剪断強度、および透湿度係数のいずれか１つでも所定の範囲から外れた場
合には、総合評価はＮＧである。すなわち、こうした接着剤組成物では、本発明の目的を
達成することができないことが確認された。
【００７４】
　Ｎｏ．１～９の接着剤組成物を、各々、内視鏡装置の部品に塗布し、これらの部品同士
を貼り合わせた状態として、８０℃で２時間硬化反応させた。
【００７５】
　内視鏡装置の部品として、挿入部の可撓性外皮チューブの端部を外側から糸で緊縛して
その内側の部材に固定し、その糸に上述の接着剤組成物を塗布することにより外面仕上げ
を施した。また、内視鏡装置の撮像装置をこの接着剤組成物を用いて封止した。
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【００７６】
　さらに、内視鏡装置の観察用レンズおよび照明用レンズの周囲に、この接着剤組成物を
用いて、接着剤層を盛り上げて形成することにより、観察用レンズおよび照明用レンズ外
周の角部を滑らかにした。以上のようにして、内視鏡装置の組み立てを問題なく行なうこ
とができた。
【００７７】
　なお、本発明は、以上の実施例に限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない
範囲で種々変形して実施することが可能である。
【００７８】
　また、上述した説明では、接着剤組成物を用いる医療機器として、内視鏡装置の場合の
例で説明したが、医療機器は、生体に接触または挿入して用いる機器であれば、特に限定
されない。例えば、内視鏡装置、各種手術用装置、細胞抽出装置、血液成分分離装置、輸
血装置等の医療機器を挙げることができる。
【符号の説明】
【００７９】
　１…内視鏡装置；　２…挿入部；　３…先端部；　４…湾曲部；　５…可撓管
　７…操作部；　８…ユニバーサルコード；　２１…ライトガイドファイバー
　２２…撮像ユニット；　２２ａ…レンズ群；　２３…先端硬質部；　２４…先端カバー
　２５…接着剤層；　３１…湾曲ゴム；　３４…糸巻き部；　３６…接着剤層
　４１…絶縁部材；　４２…鉗子チャンネル；　４３…対物レンズ枠
　４５…対物レンズ；　４６…照明レンズ；　４８…隔壁；　４９…接着剤層

【図１】

【図２】

【図３】
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【手続補正書】
【提出日】平成23年9月22日(2011.9.22)
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビスフェノールＡ型エポキシ樹脂、フェノールノボラック型エポキシ樹脂、およびアク
リルゴムを含む主剤と、
　キシリレンジアミンおよびその誘導体を含む硬化剤と、
　充填剤とを含有する接着剤組成物を硬化させてなる接着剤層を介して、構成部材の少な
くとも２つが互いに接合された内視鏡装置であって、
　前記充填剤は、前記接着剤組成物の総量の２２～４４質量％で含有された平均粒径０．
５～２０μｍの球状のシリカである内視鏡装置。
【請求項２】
　前記シリカは溶融シリカである請求項１に記載の内視鏡装置。
【請求項３】
　前記溶融シリカは天然シリカである請求項２に記載の内視鏡装置。
【請求項４】
　前記シリカの含有量は、前記接着剤組成物の総量の３４～４２質量％である請求項１に
記載の内視鏡装置。
【請求項５】
　前記シリカの体積平均粒径は、１～１０μｍである請求項１に記載の内視鏡装置。
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